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日本 導 僅 足 類 及び 誰 足 類 の 分 類 陣 的 硫 究 * 6. 倍 足 類 の 2 新種 


—a 


=z E 保 SS (愛媛 扱 出 北 高等 況 校 )1952 年 1 月 14 HS) 


著者 4 ぶ こ こ に 行 つ て いる 多 足 類 の 分 類 聖 的 研究 が 果して 多 足 類 の 賃 の 自然 分 類 の 和 相 を と ら え て いる も の 
「 で あろ うか , 遺 踊 な が ら そ こと に は 少 か ら ぬ 余人 的 要素 を 含ん で いる と いう と と を 白 狼 し な けれ ば な ら な い 。 
そし て その 1 の は 現在 まで に 矢 さ れ た 先輩 諾 夏 者 の 最善 の 勢力 の 基礎 の - 上 に 如何 に 忠 連 で あつ て $ 倫 か つ 落 
入る と こ ろ の 慕 劇 で あつ て 昌 夏 多 足 類 分 類 了 そ れ 自 器 が 完璧 の 織 地 に まで 朋 填 し て いな いと いう と ころ に 根 ・ 
木 的 な 原因 が ある わけ で ある 。 ま さ に 問題 の 解明 は 今後 に ある 。 房 じ 分 類 馴 の 傘下 に あり な 2* ら , SS 1 
の 動物 に つい て は 所 調 新 分 類 學 的 柱 誠 * ぶ な され て いる に か か わら ず 他 の 少 か ら ぬ 群 に あつ て は ま 交 基礎 的 な 
分 類 了 軸 的 調査 きえ ぁ る 終 つ て いな い の に 早く ぐる その 研究 者 を 和 失い , 又は 持ち 得 ず 。 不明 の まま 主 を 求め て いる 
と いち 有 欄 で ある 。 か みか る 日 本 動物 阜 界 の 悲し むべ き 雅 行 挫 を 笑 く こと な く , 分 類 胸 の 仕事 に 同情 を よせ な 
い 胸 者 が ある と すれ ば 著者 は その 必 捕 を 理解 する に 困難 で ある 。 た に 幻 さ る べき 研究 の た あめ に 先ず 日 本 産 多 
足 類 の 全貌 を 明らか に し な けれ ば な ら な い 。 そ の 意味 に いて 著者 の この 研究 は 1 日 る 早く 進展 きれ な け 
れ ば な ら ぬ ふる の で ある 。 後日 避 者 に よ つ て 改正 され る 農 が あれ ば まさ に それ は 望 むと ころ で ある 。 

1. Epanerchodus triramus n. en (ミツ マタ オビ ヤス デ ) WR 18-20mm, 宰 幅 約 1.8mm。 頭 部 大 形 
MESIE Lt nft, Pëtten, Dë, 腹面 , fr CSG, Ster RrImE, bz, 
(EI. B2 ERL oit Lo MIEL | RZLERR 3 IUT 4 oR o o MEDORRA EKE 7 
MEn OZAP Län BHOOLE LO. DEEN b 19 BRE Ee Reg TCT Do 
胸板 は 毛 密生 , Lk, pn, GR ZS. 
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Fig. 1. Gonopoden des Epanerchodus triramus n. SD. 


ARE: IBBERBRAKETCTY Y H. BARE (C) Mt (an) より 大 形 , と も に 鍋 爪 形 で 伏 陰 し て いる 。 
何 肌 分 部 の 外側 面 に は 散 本 の 長 剛毛 ちり 。 憶 跡 節 は 大 形 , 中 央 部 で 3 枝 に 分 れ 2 枝 は 少し ぐ 弓 秋 に 曲り , 1 
枝 は 著しく 環 曲 し て いる 。 この 膝 路 人 範 の 形態 な 同局 の 他 竹 と CSR zb, 2 E: SES 
nët. 

2. Leucodesminus melancholicus n. Sp. (ノコ バシ ロ ハ グ ダグ ヤス デ ) EERRAÉR KAČ, MEE 


* こ の 研究 は 交 部 省 笠 聖 研 究 助 成金 に よる 。 
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色 。 BE 13-14mm。 $ 3.5-4mm。 PSA 
われ て いる 。 MARTRE CRG. MERRER. 
METEL? BEL, その 偶 縛 と 後 銚 と に は 多く の 園 
い 切 れこ み が あ る 。 BADER 3-4 列 の や や 不 規則 
MRED O, それ ら は 剛毛 を る つて いる 。 
生殖 枝 : EROAK S l ERR 前 恨 節 部 は 久 形 (pf) o 

妥 節 部 は や や 長く 少し 表 曲 し て いる (f) BEZOS 
に は 3 個 の 大 形 差 片 然 の 分 枝 が あり , その 第 1 putek 
汰 に 基部 の 方 へ 曲 つ て いる 。 第 EE 
3 個 の 突起 に 分 れ て いる 。 第 3 枝 は 先 ぶ 2 DIER, 3 
バナ 形 で ある 。 荷 第 1 枝 の 基部 に は 著 し い gga 
絆 達し て いる 。 AS 2 枝 と 第 3 EE or 
(sar) が 突出 し て いる 。 こ の 種 の 嗣 色 と 生殖 肘 の 形態 
と は 司馬 の L. granulatus TAKAKUWA ZER 
楽 る 主 な 忠 で も る 。 OPERO YA FERRO 
下 仙 な どか ら と り 有 出し て る 少し る 動く こと な ぐ , じ つ 
と 芝 般 も うに し て いる 様 を 表現 し た も る の で ある 。 E 
地 :- 皿 ヶ 謀 (RE, rer Ce 
治 村 , 西 字 和 和 郡 の 三島 村 及 び 三 尊 町 , 高 朝山 , 以上 愛 
媛 明 。 こ とれ ら 2 新種 の 栓 式 標 品 は 東京 科 纏 博物館 に 保 
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Fig. 2. Gonopoden und 10. Metazonit 
des Leucodesminus melancholicus n. sp, 


Résumé 

Beitrage zur Kenntniss! japanischer Myriopoden 

6 Aufsatz: Ueber zwei neue Arten von Diplopoda 
YASUNORI MIyosi (Matuyama Kita Koto-Gakko) ; g 


1. Epanerchodus triramus n. sp. (Polydesmidae) Körperlänge 18-20mm。 Breite ca 1.8mm. Farbe“ 
schmutzigrot, doch Kopf, Bauche'und Beine hell gelblich. 2.-19. Tergiten zeigen deutliche ・Skulp- 
turen. Gonopoden: Präfemurofemurabschnitt gross, etwa Handtrommelförmig und die Aussenseite 
des Femurabschnitts trägt mehrere längere Borsten. Nebenfortsatz (n) an der Basis des Tibiotarsus 
ist klein und Femoralfortsatz (f) grösser als Nebenfortsatz. Beide Kralleförmig und aussererst 
danieder liegend. Haarpolster deutlich. Tibiotarsus gross entwickelt und teilt sich in der Mitte in 
3 Äste. 1. Ast derselben ist sich stark gekrümmt. Diese Diagnosen unterscheidet E. triramus n. Sp. 
klar von den übrigen bekannten Arten derselben Gattung. Fundort: Yosifuzi-Mura (Ehime-Ken). 

=~ 2, Leucodesminus melancholicus n. sp. (Cryptodesmidae) Farbe dunkelbraun oder aschenfärbig 
{gereiftes Individuum), Larve weisslich im Leben. Länge 13-14mrm, . Breite 3.5mm. Kopf ganz 
vom Halsschild bedeckt. Seitenflügel sehr breit, dessen Seiten-und Hinterrand durch runde Buchten 
in viele Lappen geteilt, Metazoniten dorsal, mit 3-4 unregelmässigen Reihen von den die Borste 
tragenden Tuberkeln. Gonopoden : Hüfte gross und kugelig. Femur massig lang, etwas gebogen 
und distal in 3 grosse lamellose Äste geteilt, der erste, sichelförmig, basalwärts gebogen, der 
zweite sehr breit, mit 3 spitzigem Lappen (Pie? A, 2), der dritte am Ende zweigeteilt, d. i. 
spannerförmig. Der Basalrand des 1. Astes hat viele merkliche Zähnchen (z). Ausserdem befindet 
sich ein・Rinnenast (sar) zwischen 2. und 3. Aste. Fundort: Saraga-Mine (Ehime-Ken). 
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